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採血基準についての所感
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最近本誌に掲載された採血基準に関する論文１）につい
て，2つの問題点を指摘したい．
まず，著者らの「1991 年に現行の採血基準に改めら

れた」との記述は，体重を含む総ての基準が 1991 年に
制定されたままであると誤解されることを危惧する．
1991 年の改訂は，血漿成分採血基準について，血漿採
取量を体重別に 300～600ml，女性の血色素（Hb）値の
下限を11.5g�dl（赤血球指数正常），最高血圧は90mmHg
になった．その後 2004 年の改訂により，400ml 採血と
血漿成分採血の年齢が，男女とも 64 歳から 69 歳に引
上げられた．さらに 2011 年の改訂では，男性の採血年
齢が 400ml 全血採血を 17 歳から，血小板成分採血は
69 歳までとなり，さらに貧血検査にはHb値を用いる
ことになるとともに，男性の 200ml と 400ml 全血採血
のHb値は各々 12.5，13.0g�dl に引上げられ，現在の採
血基準になった２）．
次に著者らは，男女ともに平均体重が 16歳時点では，

現行の採血基準の体重に達していることから，採血時
の血管迷走神経反応（VVR）を起こすリスク要因の一
つである低体重を考慮しても，400ml 採血（献血）を
原則とすることは可能であると提言している．この点
については，体重よりもより正確に循環血液量（CBV）
を評価することが重要であると考える．1986 年から実
施された 400ml 全血と成分採血の新採血基準を設定す
るに当たり，最も考慮されたのはCBVに対する採血量
の割り合であった．文献上では，採血量が 500ml を超
えるとVVRが急激に増加すること，また出血量がCBV
の 15～20％を超えると頻脈等の症状がみられることが
あると言うことから，採血量は少し余裕をみてCBV
の 12～13％とし，15％は超えないこととされた３）．CBV
については，小川らやNadler らの式を参考にしたが，
当時の日本人男女の平均身長は各々1.65m，1.55mであっ
たことから，小川らの式から体重が 50kgであれば採血
量 400ml は CBVの 12～13％となる．しかしながら，

このような身長と体重とからCBVを算出する式は，実
務的には煩雑であるとのことから，CBVの目安として
体重別の採血量（特に採血漿量）が設けられたという
経緯がある．
著者らの指摘している年齢と体重の問題については，

体重によるCBVではなく，身長をも加味した小川らの
式により算出されたCBVに対する採血量の比率とVVR
との関係を，より詳細に検討することが必要であると
考える．CBVの測定には，色素希釈法による測定が，
最も正確と思われるが，色素を注入することに献血者
の同意を得ることは困難と予測されることから，小川
らの式を用いるのが良いのではないかと考える．
また，初回献血時がVVRのリスク要因の一つである

ことから，200ml 献血は初回献血や学校献血（初回者
が多い）に限定し，安全面への配慮を促しているが，
この初回献血時の採血量を200ml あるいは400ml とす
るかの問題も，VVRと CBVに対する採血量の比率と
の関係について検討してから，決めるべきであると考
える．
翻って，1975 年頃より導入された成分輸血により生

じた大量の赤血球成分の廃棄問題や，さらに輸入に大
きく依存して使用量が増加した非加熱濃縮凝固因子製
剤，特にその原料血漿換算量の急増によりもたらされ
た薬害エイズ問題に象徴されるように，当時の血液対
策は新しい医療の進展に対応しえなかったことから，
今後とも採血基準を時代に合わせて見直して行くこと
を期待したい．
著者のCOI 開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし．
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